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が ，シ ロ チ ョ ウ 科 ・タ テ ハ チ ヨ ウ 科 ・ジ ヤ ノ メ チ ョ ウ 科 で は 両 者 の 関係は明 ら か で な い
。 ま た 蝶 を 至体的 に

み た 場 合 に は allarnetric 　tribe は分類 学．とg 群 よ りは む し ろ 飛 翔 習 性 と密接な関係が あ る 。

　問　 δ
， 剰 こ よ り椙 異 が あ る と 思 われ る が 何れ を用 い られ た か o （岡 田 豊 日）　　答　性葦 の 著 しい もの は

a
， ♀ ， 著 し くない もの は 3 の み ，爾季節型 の 著 しい もの で は春型 ，夏型 両 方 を用 い たつ

　　　　　 二 ，三 の 魚 の 鯛に 見 られ た 喋 感 球 に つ い て 　窪田 三 朗 ・岩 井 　保 住 重 県 立 大
・
水産 ）

　　魚 の 鰓に 第 六 官 乃 機能 を持 つ 感覚球 が あ る と云 5Leydig （1850 ｝ の 報告後 ．そ れ ば 分泌其，り 噛の 機 能 を

　 持 つ もの で あ る と Riess ｛ISSI ）以 来多 くの 報 告 が あ る 。
　 Bevelander （193R 〕 も同 様 な見解 を持 ち ，

　 blanchial 　gland の H 至 型 と 呼 ん で い る が ，現在迄 こ れ が 否 定 され で ．’る の を聞 か ない D 著者等 は C ‘η α ∬ 5rss

　 attrattt ．“ CJyPrinus　earpio ，ゐぎσ加 g 拓 rei ？ti 等 で 観察 し次 の 事 が 分 つ た う 　1冫 こ の 器官 は taste　cell 「SL ］ ，

　perting 　cell ，　basa 王ceU よ りな り ，
　 sensory 　hair の 存在 ， 細 1包Z）染色崇生と形態 が 高 等勇撰物 の ；朱感球 と

一
致

　 し 12 ）粘液反応 を呈 せ ず ，3）分布は papillae力殊 感球 り 座 で あ る と云 弓 Moore 〔1950） の 誇載 と 同 じ

　 で gill　 raker の papillae に 最 も多 く，夊或 る 部分 の もの は oral 　cavity の 昧 感球 と連 続 し て存控 し ，
4｝

　鰐 に 導人 して 居 る 神経 媛 IX ，　 X 神経 で ，畩覚 に 関 与す る と云 う He ゴrick 〔1901）等 の 説 と一致す る 。

　　以 上 の 事実 か ら Leydig の 第 六 官 の 味 覚球 や ，　 Riess ，　Bevelandiet
’
等 の 主張 した様 な種類 の もの で はな

　 く、こ れ は味感球 以外 の 器 官 で は な い と云 い 得 る 。

　　問 gin に お け る 分 布伏態は どうな つ て い る か 。 伽 福 竹
一
噌 巴）　 答 gill　arch の もの が．更に 。ral　cav 三ty

　の もの と連 緬 して み ら れ ，ヌ 最 も多 い の ば papill2e ．訳 に gi王I　arch の 側 面 か ら gill　 filaments の 中開 磊

’
度迄 分布 し て い る 。 　　 問　体美 に あ る terrnina 艮 bud と同 じ機構 の も の で は な い か c，〔佐 確 光 誰 ）　 答

　同 じで あ る と愚わ れ る が ，量的 に 差 が あ る と 思 5 。　　 問 　sensory 　hafr と 称 せ ら れ る も の の 染色性 は ど

　 うか 。 形 態的 に ＄ensory と決 め られ た 理 由は ど 5か 。 （小轄千 万 喜 ）　　 答　桑色性 は み ら れ な か つ た が 纏

　 の 動物 に お け る も の と 同
一

の 際 が 得 ら れ た か ら で あ る c

　　　　　　　　蛙皮膚 の 比較組 織畢酌 硯究 互．皮 膚 腺　吉松広延 て山 口 大 ・支 理 ・生 ）

　Rana 属 〔ト ノ サ マ
｝

ヌ マ ，ツ チ ，ア ヵ ，ヤ マ ア ヵ ，
タ ゴ ）蛙 の 皮督 ユd， 幗所の 全体標本 （H 瑟

Qz で ｛票白 、
Bouin 液 と Delafieldの haematoxylin で 固定染 色 ； 顆 粒腺 は 黄 ，粘液腺は 紫 ｝ で 皮膚 腺 の 種 憂 ，大 ，

分布を観察 した ウ 顆粒腺 は特 に ツ チ に 発達 し隆 起 部 に 集 団 を な し て い る が ，他 の 蛙 で も背織褶，皮 膚隆起 部

1こ密 策 他部 で も散在 して い る 。 粘液 ・1泉は
一

般 lcgi（在。春 の チ ツ 及 び ア カ 供 に 生 殖期 6 ） で 顆粒腺 皮層部

に 粘 液性 抜 質 が 篭 富 に 見 ら れ た が ，顆 位腺分 秘活動 の
一

時 期的 駿 で あ ろ 5 ．
ferm

’
alin 固 定氷結 切片を螢光

顯eaUt硯 る と粘液腺は Pt紫色 顆粒月紛 泌蜘 餤 紅 ｛卜・畍 マ 臆 金 け チ ．時 に ア カ ，青 〔ア 九 ヌ Y ）

を 示 す 。 薪鮮 の 氷結 切 片 で は 一
様 に 青 ・

・
。

f・ ・ m 。1 液 自身は 青螢光 を示 し脊部皮窟 の も の は 腹部 の よ り常 に

光 が 強 い
。 しか し螢光物質 が 顆粒腺 の み か ら溶 出 して く る とは考 え ぬ 。

　　　　　　　　　シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ の 中嬲の 比較 形 態　岡 田 豊 日 1都 立 大 ・硯 ・生 1

　シ ョ ウ ジ ョ ウ パ ェ 科 Drosophilidae 三2 属 77 種 に つ き，成 虫 の 中腸 の 旋匳度及 び旋 冱 形式を 比 較 した 結

果，実 の 諸結果 を 得 た っ 　 ］．旋 回度 は 一般に 原始的種 で 植 小 さ く，進 化的種 で は 大 き い 。　 2、旋回 度 は 一

般 に 果 実を好 む種 よ り も キ ノ コ や 樹液 を好む 種 に 於け る 方 が 大 き い 。 　 3．結局 1
，

2 よ e？
〔‘
果 実 を好む 種

の 方 が キ ／ コ や 樹 液 を 好 む種 よ り も原始的 な ガ
’

と い 5 こ とに な る が ，こ れ は 著者 が 先 に 雄 性外部 生 殖 器 の

比較 ｝c 　S り到達 した 考 y一と
一

致す る ・
ft・旋 鱶 を 趨 す る 系靴 離 と の 両要西 の ち ら河 れ が よ り強

い か は 種 や 職 こ よ り異 る と考 ．tS 　2tる 。
5・旋司 の 形 式 1こ は 通則 が あ 匂前 ￥ seと後 半部 と は灘 防 向 が 逆

で 旋回数 は 等 しい
・ 云 わばた る 研 ご絲 の 端 を固 定 し 中 央 部 を つ ま ん で 旋 回 せ し め た 場合 得 ら れ る よ 糠 形 成

で ・こ れ は Drosophilidae の 属 す る 苞角群 Athericera 全般 の 避 性 と．盟われ る 。

（57 ，
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